
バ
ス
を
育
て
る�

　
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
バ
ス
の
利

用
者
数
が
激
減
し
、
路
線
の
廃
止
や
便

数
の
削
減
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
利
用
者

が
減
っ
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
毎
日

の
生
活
に
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。�

　
一
番
身
近
な
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス

を
上
手
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
利
用
と
意
見
・
提

案
が
必
要
で
す
。�

�

路
線
維
持
の
補
助
金�

�

　
運
行
経
費
が
運
賃
の
み
で
は
ま
か
な

え
な
い
バ
ス
路
線
の
赤
字
は
、
国
や

県
、
町
か
ら
の
補
助
金
で
補
っ
て
い
ま

す
。�

　
バ
ス
の
利
用
者
は
、
現
在
で
は
ピ
ー

ク
時
で
あ
っ
た
昭
和
43
年
時
の
半
分
以

下
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
過
疎
地
の
み
な
ら
ず
都
市
部
で
も

不
採
算
の
生
活
交
通
の
確
保
が
困
難
に

な
る
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
路
線
の
休
廃
止
、
減
便

に
よ
っ
て
輸
送
人
員
は
さ
ら
に
減
少
傾

向
に
拍
車
が
か
か
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。�

　
県
内
の
バ
ス
路
線
の
利
用
者
は
、
昭

和
41
年
の
７
８
５
０
万
人
を
最
高
に
平

成
16
年
は
７
８
１
万
人
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。�

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
17
年
度
に

南
部
町
が
町
内
を
通
る
路
線
バ
ス
（
賀

野
・
岩
屋
谷
線
、
法
勝
寺
線
、
上
長
田

線
、
大
木
屋
線
、
東
長
田
線
）
に
支
出

し
た
補
助
金
は
約
８
百
万
円
、
国
・

県
・
米
子
市
を
含
め
る
と
約
３
千
５
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

路
線
バ
ス
の
見
直
し
と
改
善�

�

　
慢
性
的
な
路
線
維
持
補
助
金
の
負
担

を
軽
減
し
よ
う
と
、
今
年
10
月
１
日
、

鳥
取
県
は
県
内
の
路
線
バ
ス
へ
の
補
助

制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
っ

て
南
部
町
で
は
賀
野
・
岩
屋
谷
線
の
手

間
〜
岩
屋
谷
間
２
便
、
御
内
谷
線
８
便

の
う
ち
利
用
者
の
少
な
い
早
朝
便
の
橋

本
経
由
と
終
便
の
米
子
高
校
経
由
の
２

便
を
廃
止
と
し
、
平
日
６
便
の
運
行
か

ら
休
日
４
便
へ
の
運
行
と
し
ま
し
た
。

法
勝
寺
線
、
上
長
田
線
、
大
木
屋
線
、

東
長
田
線
は
、
西
伯
病
院
正
面
玄
関
口

に
乗
り
入
れ
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
路
線
に
関
し
て
も
平
成
19
年
４
月

以
降
に
は
運
行
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
ま
す
。�

�

ふ
れ
あ
い
バ
ス�

�

　
一
方
で
、
平
成
16
年
に
は
西
伯
、
会

見
の
合
併
施
策
の
一
つ
と
し
て
両
町
民

の
熱
い
期
待
を
担
っ
て
合
併
支
援
交
付

金
事
業
に
よ
る
循
環
バ
ス
の
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。
１
周
１
時
間
以
内
で
町

内
を
循
環
す
る
時
計
回
り
と
反
時
計
回

り
の
２
路
線
で
福
祉
生
活
交
通
の
認
識

の
も
と
利
用
者
の
利
便
性
を
第
一
に
運

行
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
18
年
３
月
16

日
か
ら
は
新
た
に
３
路
線
を
加
え
、
ふ

れ
あ
い
バ
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。�

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
住
民
が
各
公
共

施
設
、
病
院
、
買
い
物
、
銀
行
等
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
町
民
の
生
活
サ
イ
ク

ル
に
あ
っ
た
運
行
を
し
て
お
り
、
利
用

者
の
方
の
意
見
や
提
案
で
改
善
が
重
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
身
近
な
移
動

手
段
と
し
て
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
な

い
地
域
や
狭
い
道
に
も
乗
り
入
れ
を
行

い
、
効
率
的
で
便
利
な
交
通
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
全
路
線
で
１
か
月
当
た
り

約
２
千
人
、
１
日
約
１
０
０
人
が
利
用

し
て
お
り
、
子
ど
も
達
の
通
学
や
町
内

学
習
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
、
利
用
目
的

の
大
半
は
通
院
や
買
い
物
で
す
。
ふ
れ

あ
い
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
男
性
は

「
通
院
で
利
用
し
て
い
る
が
、
便
利
が

良
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
家
の
者
に

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
仕
事
も
あ

る
し
、
一
度
病
院
に
行
く
と
迎
え
に
来

て
も
ら
う
ま
で
半
日
も
待
た
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
効
果
的
な
運
行
を
目
ざ

し
て
多
く
の
方
に
乗
車
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
乗
降
調
査
な
ど
を
行
っ
て
南

部
町
生
活
交
通
対
策
検
討
委
員
会
で
議

論
を
行
い
、
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。�

�

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で�

�

　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
交
通
事
故
防

止
や
環
境
保
全
な
ど
バ
ス
が
持
つ
社
会

的
意
義
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
バ
ス
は
高
齢
者
や
子
ど
も
達
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
環
境

に
も
や
さ
し
い
乗
り
物
で
す
。�

　
多
く
の
方
々
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
「
バ
ス
を
育
て
る
」
こ

と
に
な
り
ま
す
。
月
に
１
回
で
も
バ
ス

に
乗
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
す
ぐ
近
く
に
目
を
向
け
て
い
た
だ

く
と
、
青
い
路
線
バ
ス
と
黄
色
い
ふ
れ

あ
い
バ
ス
が
あ
な
た
の
乗
車
を
待
っ
て

い
ま
す
。�

�

�

　知っておくと便利な乗り方をご紹介します。�

�
○ 乗継割引�

　ふれあいバスと日ノ丸路線バスで乗り継ぎをされる場合は、運転

手に申し出ると当日のみ有効の乗り継ぎ券を発行します。２回目の

ご乗車の精算時に料金と一緒に運賃箱に入れると大人100円、小人

50円、障害者50円となり、乗継割引が受けられます。�

�
○ 回数券�

　ふれあいバスと日ノ丸路線バスで利用できます。150円券と100

円券があり、1,500円の回数券で1,650円分、1,000円の回数券で

1,100円分利用できます。（ふれあいバス車内で販売しています）�

�
○ ファミリー定期券�

　ふれあいバス全区間乗り放題で家族全員で使うことが出来ます。

（但し定期券１枚につき１人まで）�

　　・ 3ヶ月定期券　4,500円�

　　・ 6ヶ月定期券　9,000円�

ふれあいバス車内でご予約いただくか、日ノ丸自動車（米子市祇園

町2－241）でご購入ください。�

�

�

　ふれあいバスでは、運行収入増収の一環と、利用する皆さんへ生

活情報を提供し、バスに親しみを持っていただく事を目指して、車内

への広告ポスター貼り付けを行っています。�

　窓の上で目につきやすい位置です。利用者の方の目を自然に捉え

ることができ、短期間から長期間まで、内容や予算に応じた広告計

画が立てられます。�

　車内額面　１区画月額　1,050円�

　　　　　　B3型（縦364mm×横515mm）�

※ 上記金額に制作費は含みません。�

�

�

　　　　　　　　　企画政策課（℡66－3113）�

バスを育てる�

特集�

ふれあいバスのお得な乗り方�

ふれあいバスに広告を出しませんか？�

ふれあいバスに関するお問い合わせ先�


